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＜目的＞

近年，ワカメやノリ類の養殖漁場では魚類による食害が深刻化しており，生産に大き

な影響が生じている。そのため，IoTを活用することにより食害生物を特定するとともに，

その出現パターンを把握し，有効な食害対策手法を検討する。

＜方法＞

食害生物の種類や出現状況を把握するため，水中撮影装置により水中画像を取得するとと

もに，陸上で画像の確認が可能なリモート撮影システムを開発する。

＜結果＞

水中撮影装置及び水中監視用リモート撮影システムを開発

した。水産研究課鳴門庁舎地先の海面において画像を撮影し

た。撮影した画像をサーバに送信することでリアルタイムで端

末から画像を確認することに成功した（図1）。

図1.水中撮影画像

＜今後の課題＞

漁場での撮影に適した撮影間隔等のパラメータを設定する。また，水中監視用ネットワーク

カメラシステム及び既存のリアルタイム水質情報システムを活用し，食害生物の出現状況と水

温データ等を照合し出現パターンを把握する。また，それらの結果から生物種ごとの行動特性

に応じた有効な食害対策の検討を進める。

＜次年度の計画＞

「 IoTを活用した藻類養殖の食害対策手法及び安定生産手法の検討（R4～R6）」事業で継続

する。

＜結果の発表・活用状況等＞
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